
令和8年度

番号 枚数 備考

1

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 2

9 1

10 1

11 1

合計 13

新津軽大橋防災減災第第2号工事

図 面 の 名 称

添     付     図     面　

位 置 図

A1橋台落橋防止システム詳細図(1/5)

補 強 一 般 図 (1/2)

補 強 一 般 図 (2/2)

護 岸 撤 去 ・ 復 旧 工 図 (2/2)

仮 設 足 場 工 参 考 図 (1/2)

A1橋台落橋防止システム詳細図(4/5)

A1橋台落橋防止システム詳細図(2/5)

仮 設 足 場 工 参 考 図 (2/2)

A1橋台落橋防止システム詳細図(5/5)

A1橋台落橋防止システム詳細図(3/5)

護 岸 撤 去 ・ 復 旧 工 図 (1/2)



青 森 県

複 写

原 図製
図

設 計

測 量

位 置 図
縮尺：無縮

図面番号図 面 の 名 称

五所川原市

県営 新津軽大橋地区 通作条件整備事業

つがる市

新津軽大橋防災減災第2号工

新津軽大橋防災減災第2号工事
施工箇所
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託
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平　面　図

側　面　図

S=1:500
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地 盤 高
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単 距 離

測　　点

曲線方向

6.03

補強一般図(1/2)

3

1:500

落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー) 水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)
水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

落橋防止装置設置(桁連結装置)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー) 水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

P2 P3 P4 P5

排水管取替え工

排水管取替え工

排水管取替え工

護岸撤去・復旧工

護岸撤去・復旧工 新津軽大橋防災減災第２号工事

１

新津軽大橋防災減災第２号工事
落橋防止装置更新(A１橋台) N=1式

青森県西北農林水産事務所
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道路CL交差位置：25.2K+53.319

90°
00′

00″

河川CL

P1橋脚:RC巻立て工

P2橋脚:RC巻立て工

P4橋脚：RC巻立て工P3橋脚：RC巻立て工 P5橋脚：RC巻立て工

P1橋脚:RC巻立て工
P2橋脚:RC巻立て工

P3橋脚：RC巻立て工 P4橋脚：RC巻立て工 P5橋脚：RC巻立て工

81°
30′

00″

90°
00′

00″

梁補強工 梁補強工

梁補強工 梁補強工

計画河川断面

A1橋台

P1橋脚

A2橋台

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

P5橋脚

排水装置補修工

排水装置補修工

排水装置補修工

護岸補修工

護岸補修工
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

t=70mm

t=200mm

t=70mm

t=200mm

t=30mm

2.0%2.0%2.0%2.0%

2.0%

t=30mm

2.0%

断　面　図

拡幅部

標準部

S=1:100

2.0% 2.0%

橋    　名

路  線  名

供用年月日

躯     体

基     礎

設　計　震　度

適　用　基　準

上

部

構

造

下

部

構

造

形

式

材

料

許応

　力

容度

設 計 活 荷 重

橋 長

支 間 長

支 承

雪 荷 重

斜 角

コンクリ－ト

鉄 筋

コンクリ－ト

鉄 筋

新津軽大橋(シンツガルオオハシ)

津軽北部広域農道

1989(平成元)年11月(経過年数35年)

316.360m

3@52.420m+3@52.420m

車道 7.00～10.00m、歩道 1.50m×2

鋼製支承

A1,P1～P5:90°00′00″、A2:左81°30′00″

3径間連続鋼非合成I桁橋（2連）

杭基礎（鋼管杭）

橋台：A1:逆T式橋台、A2:控え壁式橋台

橋脚：壁式橋脚

一等橋（TL-20）

道路橋示方書　1980(昭和55)年

支　持　地　盤

橋 梁 諸 元

形 式

幅 員

W=1.0kN/mm

Kh=0.20

SD295(異形鉄筋)

σck=21N/mm

σca=7N/mm

一般:180N/mm 土水中:160N/mm

2

22

2

砂質土層

2

補 強 対 策 工

水平力分担構造 A1、P1、P2、P3、P4、P5、A2：せん断ストッパー

落橋防止工 A1、A2：緩衝チェーン、P3：桁連結装置

橋脚補強工 P1、P2、P3、P4、P5：RC巻立て工

落 橋 防 止 シ ス テ ム

桁かかり長

軸方向落橋防止
A1橋台

直角方向落橋防止

支承板支承(レベル1対応)

水平力分担構造

満足：必要桁かかり長0.962m≦現況桁かかり長1.190m

必要：緩衝チェーン

不要：4基以上の下部構造で支持されている3径間以上の橋

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

既　設　支　承　条　件

P1橋脚

満足：連続桁支点上のため

不要：　　　〃

不要：　　　〃

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

P3橋脚

満足：必要桁かかり長0.962m≦現況桁かかり長1.135m

必要：桁連結装置

不要：4基以上の下部構造で支持されている3径間以上の橋

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁かかり長

軸方向落橋防止

直角方向落橋防止

水平力分担構造

桁かかり長

軸方向落橋防止

直角方向落橋防止

水平力分担構造

P2橋脚

満足：連続桁支点上のため

不要：　　　〃

不要：　　　〃

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁かかり長

軸方向落橋防止

直角方向落橋防止

水平力分担構造

P4橋脚

満足：連続桁支点上のため

不要：　　　〃

不要：　　　〃

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁かかり長

軸方向落橋防止

直角方向落橋防止

水平力分担構造

P5橋脚

満足：連続桁支点上のため

不要：　　　〃

不要：　　　〃

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁かかり長

軸方向落橋防止

直角方向落橋防止

水平力分担構造

桁かかり長

軸方向落橋防止
A2橋台

直角方向落橋防止

水平力分担構造

満足：必要桁かかり長0.962m≦現況桁かかり長1.214m

必要：緩衝チェーン

不要：4基以上の下部構造で支持されている3径間以上の橋

必要：支承レベル2対応　せん断ストッパー

梁補強工 P1、P4：RC増厚工

排水装置補修工 排水管取替え工

護岸補修工 護岸撤去・復旧工

t=12～9mm L=37.0m

t=9mm L=30.0m

t=9mm L=28.0m

t=9mm L=28.0m

t=9mm L=30.0m

P1橋脚正面図

P3橋脚正面図

P5橋脚正面図

P2橋脚正面図

P4橋脚正面図

S=1:200

A1橋台正面図

t=12～9mm  L=27.0m

t=12～9mm  L=36.0m

A2橋台正面図

下部工正面図

t=320mm

t=250mm

t=250mm

t=250mm(基部 t=330mm)

t=250mm

H.W.L

H.W.L

RC増厚工 t=320mm
RC増厚工 t=400mm

補強一般図(2/2)

4

図　示

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

補強一般図(2/2)

排水管取替え工排水管取替え工

排水管取替え工

耐 震 補 強 設 計 条 件

耐 震 性 能

橋 の 重 要 度 区 分

地 域 別 補 正 係 数

地 盤 種 別

維持管理

条    件

点 検 方 法

耐震性能2

B種の橋

B2地域 五所川原市(Cz:0.85,CIz:1.0 CIIz:0.85)

III種地盤

下部工耐震補強

柱

P1:RC巻立て工法(t=320mm)

P2:RC巻立て工法(t=250mm)

P3:RC巻立て工法(t=250mm)

P4:RC巻立て工法(t=250、330mm)

P5:RC巻立て工法(t=250mm)

耐震性能照査における

橋の限界状態の考え方
橋脚基部に生じる損傷の修復を容易に行える

程度で抑える。

軸方向鉄筋

帯 鉄 筋

P1:D35@250(全定着)、P2:D35@250(全定着)

P3:D32@250(全定着)、P4:D51@150(定着・非定着)

P5:D32@250(全定着)

P1:D25@100、P2:D16@150

P3:D16@150、P4:D25@100

P5:D16@150

検  査 路

点 検 時

特 記 事 項

橋梁点検車、高所作業車等

上部工、下部工の検査路無し

適 用 基 準 等

・道路橋示方書・同解説I～V(H24.3)

・既設橋の耐震補強設計に関する技術資料

　(H24.11)

・道路橋示方書・同解説V

　耐震設計編に関する参考資料(H27.3)

P1:RC増厚工法(t=320mm)

P4:RC増厚工法(t=400mm)
梁

拘束鉄筋
P1:PC鋼棒φ32@300(設置最大間隔 1875mm)

P4:PC鋼棒φ32@300(設置最大間隔 1500mm)

P1:D32@125

P4:D38@125
側面鉄筋

P1:D16@150

P4:D16@150
ス タ ー ラ ッ プ

柱基部から下記の高さが塑性ヒンジ長(Lp)である。

P1:橋軸方向: 716.8mm　橋軸直角方向: 748.8mm

P2:橋軸方向:1000.0mm　橋軸直角方向:2344.0mm

P3:橋軸方向:1000.0mm　橋軸直角方向:2392.0mm

P4:橋軸方向:1584.0mm　橋軸直角方向:2171.2mm

P5:橋軸方向:1000.0mm　橋軸直角方向:2104.0mm

塑性化領域は4Lpである。

地震時点検では特に注意し損傷の有無を確認する事。

補強仕様

(柱)

補強仕様

(梁)

新津軽大橋防災減災第２号工事

２

青森県西北農林水産事務所
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P1橋脚:RC巻立て工

P2橋脚:RC巻立て工

P3橋脚：RC巻立て工

P4橋脚：RC巻立て工

P5橋脚：RC巻立て工

梁補強工
梁補強工

落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

排水装置補修工排水装置補修工

排水装置補修工

護岸撤去・復旧工

落橋防止装置設置(桁連結装置)
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

H.W.L 9.730

H.W.L 9.730

A1橋台落橋防止システム詳細図(1/5)

平　面　図

G2G3G4

P1
A
1

P
1

A1

A1 P1

▽10.660

H.W.L 9.730

A1 P1

▽10.660

▽10.660

ST2 ST1G2G3G4

側　面　図

(G1,G5桁)

(G2,G3,G4桁)

移動可能量

移動可能量

2.アンカー削孔の際は既設鉄筋を破断せぬよう、鉄筋探査を行うこと。

1.製作・施工前に必ず現場計測の上決定のこと。

※注記

(落橋防止システム配置図)

(せん断ストッパー）

ST2 G1 ST1G5

平　面　図
(緩衝チェーン）

正　面　図

G2G3G4ST2 G1 ST1G5

=3
0
0

G1G5

500kN(M-110)

S=1:50

S=1:50

S=1:50

S=1:50

500kN(M-110)

N=2

8型(3-リンク)

ダイヤモンドコア削孔 φ61×775

樹脂アンカー定着

500kN(M-110)

8型(3-リンク)

ダイヤモンドコア削孔 φ61×775

樹脂アンカー定着

N=2

A1橋台落橋防止システム詳細図(1/5)

36

図　示

1.86%

1.86%

吊金具取付詳細 S=1:20

チェーンクランプ

8型(3リンク)

新津軽大橋防災減災第２号工事

３

青森県西北農林水産事務所

2500 4@2850=11400 2500

5
01
0

2500 4@2850=11400 2500

4
60

84
01
3
00

7
30

5

5
0
0

2
30

4174 4@2850=11400 4174

排水管

625 625

1250

排水管

46
0

8
4
01
30
0

排水管

排水管

5
5
50

7
70

2
7
69

4@
7
512
0 75

4
0

1
2
0

4
0

75

230

40 150 40

4174 4@2850=11400 4174

主桁補強材

せん断ストッパー

70
0

15
0

3
00

2
5
0

下部工ブラケット

1250 1250 1250 1250 1250

175

250

350 300 175 175 3@300=900 175 175

300

350 250 175 125

350

300 300 175 175

300

300 350 125

110 350

補剛材間隔　4@1252.5=5010

支間長　52420

650

505840

3
60

5
8
0

16
6
0

2
5
0

2
6
00

22
8

2
2

22
1 22

4
70
0

1
9

50
15
5

420

2
8
3

3
38

70027695505

主桁補強材

せん断ストッパー

主桁補強材

上部工ブラケット吊金具

緩衝チェーン

下部工ブラケット

アンカーボルト D51

650

505840

補剛材間隔　4@1252.5=5010

支間長　52420350110

3
6
0

5
8
0

1
66
0

2
5
0

2
28

2
2

2
6
00

22
1

主桁補強材

せん断ストッパー

主桁補強材

上部工ブラケット

緩衝チェーン

下部工ブラケット

アンカーボルト D51

吊金具
420

2
8
3

3
38

2
24

7
00

19
50

15
5

5505 2769 700

φ250

約
6
0
0

吊金具

チェーン

緩衝チェーン
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

1-ショックレスチェーン 8型(SCM420H) 

3-強力チェーンφ55(SCM420H)

2-調整シャックルφ60(SCM435)

1-強力シャックルφ60(SCM435)

緩衝チェーン詳細図 S=1:20
（8型 3リンク,許容荷重 1200kN）

C - C

 8-HTB  M22×115        (F8T)

10-HTB  M22× 90        (F8T)

 1-Base PL 230×28×770 (SM490YB)

 2-PL    φ310×25      (SM490YB)

 1-Top  PL 425×32×730 (SM490YB)

 4-Rib  PL 160×28× 85 (SM490YB)

E - E

16-HTB  M22×75 (F8T)

 4-Conn PL 200×12×330 (SM490YA)

8

 4-Rib  PL 120×28×340 (SM490YB)

 4-Base PL 120×22×200 (SM490YB)

(13)

(13) 45°

6

6

45°

R20

A - A B - B

8

(13)

(13) 45°

6

6

45°

注記）

 1．特記なき材質は、SM400Aとする。

 2．鋼材加工、緩衝チェーン長さ及び取付位置は、現地調査の上、最終決定のこと。

 3．チェーン及びシャックルの材質は、SCM鋼または同等品とする。

 4．上・下部工ブラケット及び主桁補強材は、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。（HDZT77）

 5．アンカーボルトのネジ切り部は、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。（HDZT49）

 6．アンカー削孔の際は、既設鉄筋を破断せぬよう、配筋調査を行うこと。

 7．上部工ブラケット取付面は、下地処理を行うこと。

 8．現地調査の結果、変更を行う場合は下記を原則とする。

　　　※チェーンの長さを変更する場合は、強力チェーンのリンク数によって行い、

      　ねじれが発生しないように奇数倍の増減を行う。

 9．寸法のないＫ形溶接の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

A1橋台落橋防止システム詳細図(2/5)

37

図　示

A1橋台落橋防止システム詳細図(2/5)
(落橋防止構造詳細図(1/2))

上部工ブラケット詳細図 主桁補強材詳細図S=1:10 S=1:10

A

A

B

B

C C

D - D

D

D

位　置　図

A1

M P1

F
P2

M

P3

MM

P4

F

P5

M

A2

M

G1

G2

G3

G4

G5

8型(3-リンク)
新津軽大橋防災減災第２号工事

４

青森県西北農林水産事務所

3280

2110 1170

3280

2401550320

184 1182

70 70 295 70

9
0
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0

調整シャックル ショックレスチェーン 強力チェーン 強力チェーン 調整シャックル

2
5
0

ゴム被覆

184

365

730

365

2020

17
0

2
55

4
25
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85328582
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12040
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120 4040
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0
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65
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5
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22
34
0

3
10
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0
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1
0
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0

290

120 50 120

50 705070
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30 90 90 30
12

12012120

10132 132420

35
0

22

8-φ24.5孔
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200 220 200

12040 40
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0

2
9
0

70 1
20

50
12
0

1
2

1
2

10

2-φ24.5

1
15

1
1
5

支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420 400

400

支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420

桁　長　158010 100

350

橋　長　316360

桁　長　158010

350

110 130

緩衝チェーン
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

下部工ブラケット：1基あたり

 1-Flg  PL    698×22×1250（SM490YB）

 1-Base PL    700×32×1250（SM490YB）

 1-TOP  PL    688×32× 646（SM490YB）

 1-Flg  PL    418×22×1250（SM490YB）

8

7

8

8

7

F - F

8

A - A

8

7

 2-PL       φ310×25      （SM490YB）

 4-Rib  PL    688×22× 646（SM490YB）

設計値

8

注記）

 1．特記なき材質は、SM400Aとする。

 2．鋼材加工、緩衝チェーン長さ及び取付位置は、現地調査の上、最終決定のこと。

 3．チェーン及びシャックルの材質は、SCM鋼または同等品とする。

 4．上・下部工ブラケット及び主桁補強材は、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。（HDZT77）

 5．アンカーボルトのネジ切り部は、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。（HDZT49）

 6．アンカー削孔の際は、既設鉄筋を破断せぬよう、配筋調査を行うこと。

 7．上部工ブラケット取付面は、下地処理を行うこと。

 8．現地調査の結果、変更を行う場合は下記を原則とする。

　　　※チェーンの長さを変更する場合は、強力チェーンのリンク数によって行い、

      　ねじれが発生しないように奇数倍の増減を行う。

 9．寸法のないＫ形溶接の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

A1橋台落橋防止システム詳細図(3/5)

38

1:10

A1橋台落橋防止システム詳細図(3/5)
(落橋防止構造詳細図(2/2))

下部工ブラケット

B

B

C

C

D

D

E E

F F

G G

A

A

B - B C - C D - D

R75

R75

E - E G - G

アンカーボルト詳細図

ネジ切り長

掘
孔

径

平均厚　5mm

アンカーボルト：1基あたり

 8-Nut        M48  (1種)

 8-Anc Bolt   D51× 905 (SD345)

 8-Washer     M48用 

 8-Nut        M48  (3種)

S=1:10

位　置　図

A1

M P1

F
P2

M

P3

MM

P4

F

P5

M

A2

M

G1

G2

G3

G4

G5

8型(3-リンク)

新津軽大橋防災減災第２号工事

５

青森県西北農林水産事務所
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6-φ32孔

定着長　765

90510
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1035 32
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φ
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1

エポキシ樹脂注入

ワッシャー(M48用) 3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

不陸調整材(エポキシ樹脂系)
アンカーボルトD51

支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420 400

400

支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420

桁　長　158010 100

350

橋　長　316360

桁　長　158010

350

110 130

緩衝チェーン
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

 1　ポット部品

取付断面図

＊1)　　　内部品は、溶融亜鉛メッキ(HDZT 77)

材　料　表（せん断ストッパー:500kN(M-110)タイプ）

t LL

M-110 40 65

25

 2  ストッパー部品

4 -2

 4   固定用プレート

 3  リングナット部品

*上部、下部との取付図は、参考。

*寸法は下フランジの縁端を十分配慮のうえ決定すること。

*ポット部品とストッパー部品の納入時の製品高さは、製品高-6mm程度で納入する。

 据付時は固定ボルトを取り外し所定の高さにセットすること。

*hは最大作用高さ(h=35)

橋
軸

方
向

緩衝パッキン取付図

※側面の抜き勾配は、3/100 とする。

25

*

部番 名　　称 寸　　法 材　　質 個　数 重量(kg) 備　　考

1 ポット部品  L x L' x 98 SCW480N 1 W 

2 ストッパー部品  φ270 x 140 SCW480N 1 23.3

3 リングナット部品  φ164 x 28 S45CN 1 3.4

4-1 固定用プレート  75 x 85 x 6 SS400 2 0.4  FB

4-2 スペーサー  20A x t SGP 2 0.1

5 固定用ボルト、ワッシャー  M16 x 25,LL 強度区分4.8 2 / 2 0.3

6 セットボルト、ワッシャー  M30 x 75,85 強度区分8.8 2 / 2 2.8  上側

7 セットボルト、ワッシャー  M22 x 55 強度区分8.8 8 2.1  下側

8 緩衝パッキン  φ(126-96) x 50 合成ゴム 1 -  低反発型合成ゴム

9 化粧ボルト、ワッシャー  M16 x 25 強度区分4.8 2 0.1

10 アイボルト  M12用 SS400 - -

W'  (kg)

(寸法表)

A B C D L L' W W'

 M-110 504 414 344 486 594 350 91.3 123.8

A1橋台落橋防止システム詳細図(4/5)
(水平力分担構造詳細図(1/2))

S=1:10

(橋軸直角方向)

取付断面図
(橋軸方向)

-1

*

ネジ深40

(アイボルト用)

(固定ボルト用)

(固定ボルト用)

A1橋台落橋防止システム詳細図(4/5)

39

1:10

下側調整プレート

下側調整プレート：1基あたり

 1-PL    410×50×860 (SM520C)

 6-連結ボルト M27×135 (強度区分8.8)(2-N，2-W)

橋軸直角方向

橋
軸
方
向

1-PL  360×28×650 (SS400)

上側調整プレート：1基あたり

橋
軸
直

角
方
向

橋軸方向

上側調整プレート

25

　　  　　内部品は、溶融亜鉛メッキ(HDZT 49)

＊2)　アイボルトは、架設に必要な本数を協議して決定する。

＊3)　固定用プレート、スペーサーは、ストッパーセット後取り除く。

　　　符号5の固定用ボルトは、化粧ボルトとして使用する。

＊4)　固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装 30μmとする。

＊5)　せん断ストッパーは、水平になるよう設計する。

　　　縦断勾配がある場合は、テーパープレートで調整すること。

＊6)　施工上に関する部品は変更する場合があります。

＊7)　調整プレートは、製品価格に含まれておりませんので、別途調整プレート・ボルト価格を含めること。

  5   固定用ボルト,ワッシャー　　　　 M16 x 25　   強度区分4.8

　　　　　　　 　　　　      　　　　 M16 x LL　   強度区分4.8

  6   セットボルト,ワッシャー(上側) 　M30 x 75,85  強度区分8.8

  7   セットボルト,ワッシャー(下側) 　M22 x 55　   強度区分8.8

R3
0

25

※側面の抜き勾配は、3/100 とする。

位　置　図
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新津軽大橋防災減災第２号工事

６

青森県西北農林水産事務所
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

H.W.L

A1 P1

主桁補強材配置図 S=1:50

A - A

C - C

B - B

7

 4-Rib PL    120×22×1298  (SM490YB)

 4-Base PL   135×12×1260  (SM490YA) 

20-HTB       M22×75        (F8T)

主桁補強材：１組あたり

 4-PL        120×22× 135  (SM490YB) 

 4-HTB       M22×85        (F8T)

主桁補強材詳細図

注記)

 5）下部工ブラケット、主桁補強材及び調整プレートは

      HDZT 77    鋼板

    下記の通りの溶融亜鉛メッキ(JIS H 8641)とする。

      HDZT 49    アンカーボルト(ネジ切り部のみ)

 3) アンカーボルト孔位置は鉄筋探査の上、削孔を行い、

 2）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと

 4) 主桁補強材を取り付けるボルトの孔明は、現場にて

    調整のうえ、行うこと。

    実測の上決定のこと。

 1）図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

 6) ナット・ワッシャーはメッキ品を使用すること。

 7) 寸法のないＫ形溶接の表示のある箇所は、

　  完全溶込み溶接を用いる。

A1橋台落橋防止システム詳細図(5/5)
(水平力分担構造詳細図(2/2))

A1橋台落橋防止システム詳細図(5/5)

40

図　示

S=1:10

B

B A

A

C C

位　置　図
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500kN(M-110)

新津軽大橋防災減災第２号工事

７

青森県西北農林水産事務所

650

主桁補強材
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下部工ブラケット
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支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420 400

400

支間長　52420 支間長　52420 支間長　52420

桁　長　158010 100

350

橋　長　316360

桁　長　158010

350

110 130

せん断ストッパー
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

護岸撤去・復旧工図(1/2)

平　面　図

護岸撤去・復旧工図(1/2)

図　示

H.W.L 9.730

正　面　図

至 五所川原市

至 つがる市

1

1

2

2

3

3

(既設護岸撤去工)

71

H.W.L 9.730

H.W.L 9.730

H.W.L 9.730

A=0.310m2

A=0.442m2

側　面　図 S=1:50
(1 - 1)

側　面　図 S=1:50
(2 - 2)

側　面　図 S=1:50
(3 - 3)

A=0.192m2

A=0.396m2

S=1:100

S=1:100

新津軽大橋防災減災第２号工事

８

青森県西北農林水産事務所
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4

9874 9874
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73
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19748

岩木川

岩木川

既設護岸撤去
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鋼製ブラケット
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0
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5
7
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1
0
62
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0

6
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1
0
62

既設護岸撤去

既設護岸撤去

994

1387

床掘り

床掘り

鋼製ブラケット

鋼製ブラケット

鋼製ブラケット
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津軽北部広域農道

図  面  の  名  称 図 面 番 号

地 区 名

路 線 名 等

業 務 名

事 業 名

新津軽大橋防災減災第1号委託

H.W.L 9.730

至 五所川原市

至 つがる市

1

1

2

2

3

3

平　面　図

正　面　図

護岸撤去・復旧工図(2/2)
(護岸復旧工)

護岸撤去・復旧工図(2/2)

図　示

72

H.W.L 9.7303.00%
※

※ 護岸天端には排水を考慮して勾配を設けること。

樹脂系発泡体 A=0.294m 2

コンクリート 2

A=0.086m 2

H.W.L 9.7303.00%
※

A=0.423m 2

コンクリート 2

A=0.125m 2

樹脂系発泡体

H.W.L 9.730

A=0.837m 2樹脂系発泡体

側　面　図 S=1:50
(1 - 1)

側　面　図 S=1:50
(2 - 2)

側　面　図 S=1:50
(護岸工部 3 - 3)

H.W.L 9.730

※ 護岸天端には排水を考慮して勾配を設けること。

側　面　図 S=1:50
(小口止工部 3 - 3)

S=1:100

S=1:100

新津軽大橋防災減災第２号工事

９

青森県西北農林水産事務所
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1:500

側　面　図

仮設足場工参考図(1/2)

平　面　図

M
F M MM F M
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P1 P2
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P4 P5
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仮設足場工参考図(1/2)
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落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー) 水平力分担構造設置(せん断ストッパー) 落橋防止装置設置(緩衝チェーン)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

落橋防止装置設置(桁連結装置)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー) 水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

水平力分担構造設置(せん断ストッパー)

新津軽大橋防災減災第２号工事
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1:500

DL=0.000

橋台部正面図

H.W.L 9.730

非出水期水位 4.600

H.W.L 9.730

非出水期水位 4.600

非出水期水位 4.600

H.W.L 9.730 H.W.L 9.730

非出水期水位 4.600

仮設足場工参考図(2/2)

橋脚部正面図 橋脚部側面図

DL=0.000

DL=0.000 DL=0.000

橋台部側面図

仮設足場工参考図(2/2)

74

S=1:100

※ (　)内の寸法は、P1、P5の寸法を示す。

L1 L2 L3

P1 2680 2640 2680

P2 3000 ―

P3 4000 2400 4000

ΣL

8000

3000

10400

―

P4 2600

P5 3000

9300

3000

4100 2600

― ―

※ P1、P4は、梁補強厚を含む。

※

※

新津軽大橋防災減災第２号工事

１１

青森県西北農林水産事務所
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